
（１） 捕獲の強化

○ 自治体、農林水産省及び環境省が
連携し、農場周辺や野生イノシシの
感染区域等を、捕獲重点エリアに設
定し、野生イノシシの捕獲を強化。

○ 銃猟やICT罠等の活用による効果
的な捕獲の実施。

〇 イノシシ感染地域の周辺県での
サーベイランスの強化。

野生イノシシの感染確認区域の拡大防止を徹底するため、関係省庁が連携し、
以下の対策を着実に実施。

取組の内容

１．野生イノシシ対策

（２）経口ワクチン散布

○ 東日本・西日本に、重点的にワク
チンを散布する防疫帯（ワクチンベ
ルト）を構築。

○ 野生イノシシの感染が確認された
地点に応じて、経口ワクチンベルト
は対象県エリアを見直し。

○ 空中散布を含む効果的なワクチン
ベルト構築に向けて、環境省、警察
庁、消防庁、防衛省と連携。
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野⽣イノシシの捕獲強化にむけた取組

捕獲強化に向けた取組 取組状況

1. 重点捕獲エリアの設定 〇野生イノシシでCSF陽性が確認されている県及びその隣接県等の２２都府県※に対し、
「捕獲重点エリア」を設定し、銃猟の効果的な活用、わな設置数の増加を行うよう依頼。

※ 岐阜県、愛知県、三重県、石川県、福井県、富山県、埼玉県、群馬県、栃木県、茨城県、千葉県、

東京都、神奈川県、山梨県、静岡県、長野県、新潟県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県、沖縄県

〇各都府県では、イノシシ生息地域や養豚地域、県境などを捕獲重点エリアに設定し、

合計で年間２２万頭以上（過去平均約１５万頭）と約５割増しの捕獲を目標に設定。

2. 捕獲活動への予算支援 〇捕獲活動従事者への手当支援
・猟師等の捕獲活動を後押しするため、鳥獣交付金に、捕獲頭数払いの仕組み以外に
も、日当払いの仕組みを導入（愛知県、滋賀県で活用）。

〇ICTわな、大型囲いわな等の導入支援
・ICTわな開発企業の協力を得て、技術サポート窓口を設置。
・導入する地域に対して鳥獣交付金により支援。

〇指定管理鳥獣捕獲等事業交付金による支援
・指定管理鳥獣捕獲等事業交付金により、都道府県による捕獲強化に向けた取組を支援。

3. 捕獲強化のための体制支援 〇（一社）大日本猟友会及び（公社）隊友会に対し捕獲強化への協力を依頼。

〇捕獲サポート業務の要請があった市町村への農政局等職員の派遣を５県１６市に対して、
のべ２０８人日を実施（本年も継続実施）。

〇令和元年12月に「CSF・ASF対策としての野生イノシシの捕獲等に関する防疫措置の手引
き」を作成・公表し、捕獲行為に伴うCSF感染拡大防止のための防疫措置の考え方を提示。
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捕獲重点エリア

捕獲重点エリアのうち
各県で特に重視する地域
（「防衛ライン」等）

野生イノシシ陽性地点
（一部略）

CSFに係る捕獲重点エリアの設定概要

※ 捕獲重点エリア設定都府県（22都府県）
岐阜県、愛知県、三重県、滋賀県、福井県、
石川県、富山県、長野県、静岡県、茨城県、
栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、
神奈川県、新潟県、山梨県、京都府、
奈良県、和歌山県、沖縄県

〇 CSF陽性の野生イノシシが確認されている県及びその隣接県等の２２都府県において、
養豚場の周辺や、イノシシの移動制限に重要な地域を捕獲重点エリアに設定。
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 豚コレラの発生状況に鑑み、野生イノシシを介した豚コレラウイルスの拡散防止対策を講じる必要があることから、我が国初
めての取組として、野生イノシシに対する経口（餌）ワクチンを散布する。 

（参考）経口ワクチンについて 
〇 輸入先国：ドイツ           〇 サイズ：４㎝×４㎝×1.5 ㎝ 

〇 構成：外側：トウモロコシ粉、パラフィン、ミルクパウダー、香（アーモンド）、ココナツ油から成る基質 
・ 内部（アルミニウム包）：1.6ml の液状ワクチン

写真: ©Federal Ministry of Food and Agriculture, Germany 

野生イノシシに対するワクチンの散布について
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〇 ２０１９年９月以降、日本全国へのウィルス
拡散を防ぐためのワクチンベルト構想に
基づき、散布を実施。
（同年３月以降、計２０万個以上の経口ワクチン
を散布）

〇 更に、同年１２月以降の冬期散布においては、
計１８県で、約１７万個以上のワクチンを散布。
ベルト内でも、ウィルス濃度低減のための散布を
継続。

東ベルト：新潟県、群馬県、栃木県、茨城県、

東京都、神奈川県、石川県、

長野県、静岡県、愛知県、富山県

西ベルト：福井県、滋賀県、三重県、京都府

ベルト内：岐阜県 ※下線は、新規のベルト対象県。

この他、埼玉県、山梨県で、局地的散布。

〇 抗体付与には一定の時間を要することを
踏まえ、専門家による効果検証を経つつ、
ベルト構想を改善しながら、散布を実施。

野生イノシシ向け経口ワクチンベルト構想の進捗状況

：ワクチンベルトのイメージ（冬期散布）

：野生イノシシ陽性エリア

：山(2,000m以上)

野生イノシシ向け経口ワクチンベルト構想の進捗について

：捕獲重点エリア

：既存のワクチンベルトのイメージ
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野生イノシシ向け経口ワクチンベルト構想の進捗状況

経口ワクチン散布の目標について

〇 経口ワクチンは、野生イノシシにCSFの抗体を付与し、環境中のウイルスの濃度を下げる
ことができるため、防疫措置上、重要

○ 欧州委員会のガイドラインにおいては、40～50％の野生イノシシに抗体が付与されればCSFの
感染拡大を止めることができ、60％でCSFを撲滅可能とされている。

○ 我が国においては、2019年3月より経口ワクチンの散布を開始。散布後は、サーベイランスとし
て遺伝子検査及び抗体検査を実施し、抗体付与の状況を把握

○欧州の経口ワクチン使用実績

・経口ワクチン摂取後、10日後には抗体が付与。
・抗体の効果は、少なくとも10ヶ月間、おそらくは生涯持続。

○欧州における経口ワクチンの評価、考え方

国名 ワクチン使用時期
ドイツ 1993年～2012年
ルクセンブルク 2003年～2005年
フランス 2004年～2010年
スロバキア 2005年～2010年
ブルガリア 2005年～2015年
ルーマニア 2007年～2011年
ラトビア 2013年～2015年

（出典）Controlling of CSFV in European wild boar using oral vaccination: a review (2015) ほか

・CSFの感染拡大を止めるためには、40％～50％のイノシシが抗体を保有する必要。
・確実にCSFを撲滅するためには、60％以上のイノシシが抗体を保有する必要。

●イノシシにおけるCSFの防疫措置に係るガイドライン（欧州委員会、2010年６月）

●Oral immunization against CSF: onset and duration of immunity（2010）ほか

©独連邦食糧農業省
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